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旧広島陸軍被服支廠に係る文化財指定に向けた価値調査 

及び安全対策等工事実施設計（１～３号棟）について 

 

１ 文化財指定に向けた価値調査のとりまとめ結果案について 

  令和２年12月にとりまとめた詳細調査の結果により，旧広島陸軍被服支廠に関する建物安全性等

検討会議において，国指定の重要文化財級の価値である旨の意見が示されたことを踏まえ，重要文

化財の指定に向けて，建築物の価値を確認するために必要な調査を実施し，このたび，調査結果を

とりまとめた。 

 

 (1) 価値調査の概要 

   （期  間）令和３年９月８日～令和５年３月31日 

   （受託業者）株式会社文化財保存計画協会 

   （内  容） 

     ・ 歴史的調査として，旧広島陸軍被服支廠の沿革や建設後の改変，被爆時の状況，活用

履歴等について，調査を実施。 

     ・ 建造物調査として，旧広島陸軍被服支廠の構造，意匠，材料，仕様，被爆による影響

等について，調査を実施。 

     ・ 歴史的調査及び建造物調査を踏まえ，建造物の構造，意匠，材料，仕様，変遷，沿革

等を総合的に判断し，文化財的価値の把握及び整理を実施。 

 

 (2) とりまとめ内容 

  ア 調査により新たに確認できた主な事項及び資料（既報告の内容は除く） 

   (ｱ) 使用されている石材の産地 

     広島大学大学院先進理工系化学研究科の早坂康隆氏に協力をいただき，使用されている石

材の調査を行ったところ，山口県周南市大津島産の花崗岩（大津島石）であることが分かっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         切妻壁頂部のフィニアル         窓まわりの窓台・要石など 

 

 

 

 

 

資料２ 

  大津島は，山口県周南市の徳山下松港から南西に約10キロメートルの瀬戸内海海上に

位置し，人間魚雷「回天」の基地があったことでも知られる。同島で採石される大津島石

は，徳山石とも呼ばれ，大阪城の石垣にも使用されている。 
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                                        大津島と 

                                        旧広島陸軍 

                                        被服支廠の 

                                        位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ｲ) 建築に関わった建築業者 

     被服支廠倉庫の建設に関わった施工関係者については，過去の研究において，煉瓦工事を

行っていた横山
よこやま

好太郎
こ う たろ う

から「堀内」なる人物に宛てた「比治山被服支廠庫煉化建築工事 見

積書」という文書が確認されている。 

     この「堀内」は，当時広島市内で工事請負業を営んでいた堀内組（代表 堀内
ほりうち

茂
しげ

吉
よし

）であ

ると考えられ，被服支廠倉庫の建築より以前の被服支廠木造被服庫等の新築工事に関しては，

堀内組が請け負っていたことが当時の新聞記事（『芸備日日新聞』明治38年7月20日）で判明

した。 

     陸軍との契約書類などが発見できておらず，最終的な特定には至らないが，現在の倉庫４

棟は，堀内組によって建築された可能性が高いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     堀内茂吉の経歴（出典：北川由之助 編『日本之精華』（毎日新聞社，大正３年12月発行） 

 

  イ 旧広島陸軍被服支廠の歴史的・文化財的価値の整理 

    歴史的調査や建造物調査の結果を踏まえ，重要文化財の指定に必要となる被服支廠の歴史的・

文化財的価値を，次に掲げる４つの特質に整理した。 

   (ｱ) 旧日本陸軍軍事施設としての特質 

     ・現存する旧日本陸軍軍事施設の中でも最大規模の遺構であること。 

     ・旧日本陸軍が建設した鉄筋コンクリート造建築物の最初期の遺構であること。 
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     ・旧日本陸軍の兵站に関する歴史やシステムを映し出す，我が国の旧日本陸軍兵站施設を

代表する遺構であること。 

   (ｲ) 倉庫建築としての特質 

     ・旧日本陸軍が４棟の倉庫として計画し，建築されたものがそのまま残る，現存最大規模

の倉庫建築であること。 

     ・倉庫建築に鉄筋コンクリート構造が導入された初期の建築であること。 

   (ｳ) 煉瓦造及び鉄筋コンクリート造としての特質 

     ・我が国における鉄筋コンクリート技術の導入やその技術的発展を示す，鉄筋コンクリー

ト構造の先駆的な遺構であること。 

     ・明治末期から大正にかけての先進的な鉄筋コンクリート工法（カーン式鉄筋コンクリー

ト構造）を持つものとして，現存する最初期の遺構であること。 

     ・煉瓦造から鉄筋コンクリート造への変遷を示す，煉瓦と鉄筋コンクリート造の混構造で

あるとともに，鉄筋コンクリートを主構造としながら外観に煉瓦を使用した構造及びデ

ザインは全国的にも他に例が少ないものであること。 

   (ｴ) 被爆遺構としての特質 

     ・被爆の痕跡が原型のまま残る被爆建物の中でも代表的な遺構であること。 

   (ｵ) まとめ 

     これらの特質をふまえ，旧広島陸軍被服支廠の価値として，次のように整理を行った。 

 

     ○ 被服支廠倉庫は，軍都と呼ばれた広島に現存する旧日本陸軍の軍事施設で，日露戦争

後に旧日本陸軍が策定した兵站施設計画をもとに建設された旧日本陸軍の軍用倉庫とし

て，旧陸軍兵站史を知るうえで重要な遺構である。 

     ○ 国内の倉庫建築の遺構の中で，鉄筋コンクリート造としては国内最古級であり，また，

旧日本陸軍軍事施設の遺構として，４棟がそのまま残り，５００ｍに及ぶ特徴的な景観

を形成しており，他に類を見ず歴史的価値が高い。 

     ○ 主構造に当時先進的な鉄筋コンクリート工法を採用し，外壁に煉瓦造を併用する高度

な建築技術が用いられ，旧日本陸軍営繕組織の設計技術の高さが反映されている。 

     ○ 鉄扉など被爆の痕跡ととともに，救護施設として数多くの被爆者を受け入れた歴史を

持ち，被爆建物としても歴史的価値が高い。 

 

  ウ 文化財指定に向けた今後の進め方について 

    検討会議の意見を踏まえて３月末までに必要な修正などを行い，価値調査を完了させる。 

    県としては，引き続き，文化財指定に向けた関係者との調整を行い，文化財指定が遅れるこ

とのないよう取り組む。 
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２ 安全対策工事に係る実施設計のとりまとめ結果について 

  近隣住民の安全性を確保するためにも，安全対策の早急な実施が必要であることから，令和３年

度から令和４年度で建物の安全対策に係る実施設計を進め，とりまとめた。 

 

 (1) 実施設計の概要 

   （期  間）令和３年11月３日～令和５年３月31日 

   （受託業者）株式会社日建設計 

   （内  容） 

     ・ 令和２年12月にとりまとめた詳細調査の結果により，建物安全性等検討会議において，

国指定の重要文化財級の価値である旨の意見が示されている旧広島陸軍被服支廠につい

て，近隣住民の安全性を確保するために，耐震性を確保した安全対策と内部見学などの

最小限の利活用を同時に実現するパターンを基に，建築物の価値を損なわない安全対策

を実施することとし，必要な実施設計を行う。 

 

 (2) とりまとめ案の内容 

   別紙のとおり。 

 

 (3) 今後の進め方について 

   検討会議の意見を踏まえて３月末までに必要な修正などを行い，実施設計を完了させる。 

   その後，実施設計の結果を基に国・広島市との費用負担に係る調整を進める。 
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別紙 

区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

①煉瓦壁の補

強等 

○ 煉瓦壁の強度は高く，地震等による倒壊の可能性

は低く，「PC鋼棒」による煉瓦壁補強を行う必要性は

認められない。（⑦を除く） 

○ 煉瓦壁や建物内部の煉瓦耐力壁の亀裂について，

補修材を注入し補修する必要がある。 

 

○ エポキシ樹脂等により，煉瓦壁及びコンクリートの亀裂補修を実施する。 

 
②基礎の補強

等 

○ 建物を支える地盤の支持力は高いことが確認され

たが，鉄骨等による建物補強を行うことに伴う重量

増加などの対策として，建物基礎の補強（地中梁およ

び基礎スラブの新設等）が必要である。 

 

○ ③の鉄骨ブレースの強度を確保するため，鉄骨ブレース設置個所の基礎部分に地

中梁や新設基礎を設置する。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

③鉄骨ブレー

スの設置 

○ 建物に不足する耐震性を補うため，建物内部に鉄

骨ブレースの設置が必要である。  

○ 通し柱によって，１・２階を一体として設置する鉄骨ブレースを10か所／棟設置

する。 

 

 

 

 

 

 

断面（南－北） 断面（西－東） 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

④建物３階吹

抜部の補強 

○ 建物に不足する耐震性を補うため，吹抜に鉄骨ブ

レースの設置が必要である。 

 

○ 水平鉄骨ブレースを12か所／棟設置する。 

 

上面図 

断面図 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

⑤３階柱の補

強 

○ 各棟３階のRC柱の損傷について，鉄骨等による補

強が必要である。 

○ 損傷程度に応じて，鉄骨等による補強，樹脂等によるひび割れ補修を組み合わせ

て実施する。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

⑥RC梁の補強

等 

○ RC梁の強度が高くないことから，建物の内部荷重

が大きい，又は多数の人の立ち入りが想定されるパ

ターン③，④については，建物内部を活用するため

に，建物1階と2階のRC梁の鉄骨による補強が必要で

ある。 

 

（建物内部の活用（パターン③・④）の際に，追加補強策について検討を行う。） 

⑦建物妻壁の

補強 

○ 建物の南北の妻壁について，３階部分の亀裂に対

する補強を行うため，鉄骨ブレースやRC壁の設置が

必要である。 

○ 特に，３号棟３階南側妻壁は，市道等に面してお

り，特に安全に配慮して，鉄骨による追加補強が必要

である。（早急な対応が必要）  

○ 妻壁上部に鉄骨ブレースを設置するとともに，煉瓦壁の亀裂補修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

断面（東－西） 断面（南－北） 



10 

 

区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

耐 
 

震 
 

補 
 

強 
 

等 

【追加】 

・前室の補強 

  

○ 屋根のコンクリートがはく落するなど劣化の進行が著しい前室について，煉瓦壁

及び屋根スラブを鉄骨で補強する。 

○ 下屋（前室）の屋根スラブについて，シート防水を行う。
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑧屋根瓦・下地

や軒先 ( 雨

樋)部分の撤

去・新設等 

○ 屋根瓦と下地等を撤去し，既存瓦の一部利用も含

め，葺き替えが必要である。 

 

○ 屋根瓦及び屋根スラブの上のモルタル製の桟木は創建当初のものと推定される。 

○ 屋根瓦については，再利用可能なもの（約10％）を，創建当時の姿を比較的よく

残していると考えられる３号棟の東側屋根に使用する。１・２号棟及び３号棟の残

りの部分は，新しい瓦により葺き直す。 

○ 屋根スラブのモルタル桟木はすべて保存することとし，桟木の上に木製の下地を

設けた上で，瓦を葺き直す。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑧屋根瓦・下地

や軒先 ( 雨

樋)部分の撤

去・新設等 

 ○ 棟瓦については，既存の構造及び形状を継承して葺き直す。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑧屋根瓦・下地

や軒先 ( 雨

樋)部分の撤

去・新設等 

 ○ 妻壁や耐力壁と屋根の接合部については，過去に設けられていた金属の水切板と

同様の構造を設ける。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑧屋根瓦・下地

や軒先 ( 雨

樋)部分の撤

去・新設等 

○ 軒先（雨樋）部分は撤去し，新設が必要である。 

 

○ 軒先（雨樋）部分について，西側（市道側）は撤去し，軽量なアルミ製により

新設する（色・風合いは現状のものに合わせる）。東側（県工側）は既存のものを

生かし，補修により対応する。 

○ 軒先（雨樋）から側溝などにつながる竪樋については，既存の樋と同じ個所に

現状の色に合わせたアルミ製で新設する。 

○ 屋根スラブの防水補修（RC部分的打替え）が必要で

ある。（早急な対応が必要） 

○ 追加調査により，屋根スラブを打ち替える必要はないと判断されたことから，樹

脂による亀裂補修を行う。 

○ 下屋の屋根スラブについても，支障となる雑物を撤去した上で，雨水侵入防止と

鉄筋の腐食抑制のため，亀裂補修を行う。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑨鉄扉の落下

防止対策 

○ 蝶番が腐食等している鉄扉について，落下防止の

ための固定等が必要である。（早急な対応が必要） 

○ 鉄扉の損傷程度により仕分けを行い，蝶番等の腐食が著しいものは撤去し，内部

保管する。残りは残置した上で，ネットによる落下防止を行う。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑩雨水等の浸

入防止 

○ 雨水が浸入する窓，扉，天窓等に，仮木製止水板を

設置する必要がある。 

 

○ 窓については，腐食の進んだ既存木製建具を撤去し，ポリカーボネートによる簡

易アルミ製の仮窓を設置する。 

○ 窓の一部は，換気を考慮し，アルミ製の内開き窓とする。 
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区

分 

耐震補強等の考え方 

（Ｒ２詳細調査） 

安全対策工事の工法 

（Ｒ４検討）        ※既報告分を含む 

非
構
造
部
材
の
修
繕
等 

⑩雨水等の浸

入防止 

 ○ 天窓については，アルミ建具に交換し，複層ガラスとする（一部開閉式）。 
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【安全対策等工事の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


